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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

高分解能 CT（High Resolution CT：HRCT）および 18F-FDG を用いた陽電子放出断層撮

影（PET）/CT による、胸膜と接した肺腺癌における臓側胸膜浸潤の診断能についての詳細

な検討を行った報告は過去にみられない。今回我々は、2009 年 1 月から 2013 年 12 月まで

に岡山大学病院にて肺切除が施行された肺腺癌と病理診断された連続 208 症例について、 各

種 CT 所見および原発巣への 18F-FDG の標準化最大集積値（SUVmax）と、臓側胸膜浸潤と

の関連性を後方視的に検討した。多変量解析では、SUVmax および角度が独立した予測因子

と考えられた。ROC カーブを用いた検討では、SUVmax の AUC は 81.5%と良好な診断能が

得られ、SUVmax のカットオフ値は 4.3 が推定された。3cm 以下の症例では、多変量解析で

は SUVmax および接する距離が独立した予測因子と考えられた。ROC カーブを用いた検討

では、SUVmax の AUC は 84.4%と良好な診断能が得られ、全症例の場合と同様に、SUVmax
のカットオフ値は 4.3 が推定された。胸膜浸潤診断において SUVmax は独立した因子と考え

ら、各種 CT 所見と比べ有用と考えられた。 
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